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例　　言

１�．本書は、北海道千歳市中央2777番ほかに所在する史跡キウス周堤墓群の保存活用計

画書である。

２�．本計画は、千歳市教育委員会が令和元年（2019）度に設置した「史跡キウス周堤墓

群保存活用計画検討委員会」（佐藤正知委員長）における審議結果を踏まえ、千歳市教

育委員会が策定した。

３�．本計画の策定に当たっては、文化庁文化財第二課・北海道教育庁生涯学習推進局文

化財・博物館課の指導・助言を得た。

４�．本計画の策定に係わる事務は、千歳市教育委員会教育部主幹（国指定史跡担当）

（執筆・編集）・同教育部埋蔵文化財センターが担当した。
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